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本
市
の
東
部
に
連
な
る
山
を
大
野
山
（
ま

た
は
四
王
寺
山
）
と
い
い
ま
す
。
こ
の

山
に
は
、
日
本
最
古
の
朝
鮮
式
山
城
が

築
か
れ
て
い
ま
す
。
 

　
 

  　
西
暦
６
６
０
年
、
朝
鮮
半
島
で
は
日

本
の
友
好
国
百
済
が
唐
・
新
羅
の
連
合

軍
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

は
百
済
を
救
う
た
め
に
大
軍
を
派
遣
し

ま
し
た
が
、
西
暦
６
６
３
年
に
白
村
江

の
戦
い
で
大
敗
し
、
日
本
軍
は
撤
退
し

ま
し
た
。
 

　
以
後
、
唐
・
新
羅
の
侵
攻
に
備
え
て
、

国
防
体
制
が
急
が
れ
、
朝
廷
は
大
宰
府

を
防
衛
す
る
た
め
に
６
６
４
年
に
水
城
を
、

６
６
５
年
に
百
済
の
亡
命
貴
族
憶
禮
福
留
・

四
比
福
夫
に
命
じ
て
大
野
城
を
築
か
せ

ま
し
た
。
 

　
大
野
城
は
大
野
山
に
延
長
８.
６
!
の

土
塁
や
石
塁
を
築
き
ま
し
た
。
土
塁
の

南
北
両
側
は
二
重
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
土
塁
の
内
側
に
は
倉
庫
な
ど
が
建
て

ら
れ
、
現
在
も
礎
石
（
柱
を
立
て
た
石
）

や
、
井
戸
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
構
造
を
持
っ
た
山
城
は
、
百

済
の
山
城
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

朝
鮮
式
山
城
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

※
山
城
に
は
、
朝
鮮
式
山
城
と
神
籠
石

系
山
城
が
あ
り
、
日
本
書
紀
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
山
城
を
朝
鮮
式
山
城
と
呼
び

ま
す
。
 

 

   　
大
野
城
市
の
市
名
の
由
来
と
な
っ
て

い
る
日
本
最
古
の
山
城
「
大
野
城
」
を

ふ
る
さ
と
の
か
け
が
え
の
な
い
市
民
共

通
の
文
化
遺
産
と
し
て
、
ま
た
歴
史
的

資
源
と
し
て
守
り
、
伝
え
、
活
か
す
た

め
に
、
古
代
山
城
が
所
在
す
る
全
国
自

治
体
の
首
長
お
よ
び
文
化
財
関
係
者
と

そ
の
市
民
が
参
加
し
、
連
携
と
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
古
代
山
城
サ
ミ
ッ

ト
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
そ
こ
で
、
古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト
を
行

う
た
め
の
準
備
・
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
一

環
と
し
て
、
プ
レ
サ
ミ
ッ
ト
事
業
を
行

い
ま
す
。
 

　
プ
レ
サ
ミ
ッ
ト
事
業
で
は
、
「
大
野

城
の
響
き
」
や
「
大
野
城
の
舞
」
の
演

舞
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
や
、
関
係
自
治

体
首
長
会
議
、
記
念
講
演
な
ど
を
行
い

ま
す
。
 

 

お
く
ら
い
ふ
く
る
 

こ
う
 

ご
 

い
し
 

し
 
ひ
 
ふ
く
 ぶ
 

は
く
す
き
の
え
 

朝
鮮
式
山
城
と
は
 

古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト
 

▼「大野城」の排水施設の水門 
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屯　水　 

百間石垣 

太宰府口城門　 

増長天礎石群　 



    
プ
レ
サ
ミ
ッ
ト
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

日
本
最
古
の
山
城
「
大
野
城
」
の
伝
説

と
市
民
共
有
の
文
化
と
し
て
新
た
な
伝

説
を
創
る
た
め
、
「
大
野
城
跡
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
楽
曲
を
募
集
す
る
「
大
野
城
の

響
き
コ
ン
テ
ス
ト
」
と
、
振
付
を
募
集

す
る
「
大
野
城
の
舞
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

開
き
ま
す
。
 

期
日
　
９
月
26
日
⑦
　
 

 
◇
大
野
城
の
響
き
コ
ン
テ
ス
ト
 

 
 
午
前
９
時
半
〜
 

 
◇
大
野
城
の
舞
コ
ン
テ
ス
ト
 

 
 
午
後
１
時
〜
 

会
場
　
ま
ど
か
ぴ
あ
　
大
ホ
ー
ル
 

申
込
期
間
　
５
月
１
日
⑥
〜
７
月
15
日
④
 

     ク
ラ
ス
別
　
幼
小
学
校
の
部
・
中
学
生

の
部
・
高
校
、
大
学
、
一
般
の
部
 

ジ
ャ
ン
ル
　
自
由
 

参
加
要
件
 

 
◇
演
奏
時
間
は
４
分
以
内
 

 
◇
演
奏
に
は
、
「
大
野
城
の
響
き
（
龍

の
舞
）
」
の
一
部
を
必
ず
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。
 

表
彰
 

 
◇
ク
ラ
ス
別
に
優
勝
を
決
定
し
ま
す
。

さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
お

よ
び
敢
闘
賞
を
決
定
し
ま
す
。
 

 
◇
最
優
秀
賞
　
賞
金
３
万
円
お
よ
び

表
彰
状
と
記
念
品
 

※
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
演
奏
曲
は
、

次
年
度
開
催
予
定
の
演
舞
コ
ン
テ
ス
ト

の
課
題
曲
と
な
り
ま
す
。
 

　
◇
敢
闘
賞
　
表
彰
状
お
よ
び
記
念
品
 

申
込
方
法
（
舞
の
部
）
　
参
加
申
込
書
（
募

集
要
項
に
添
付
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
演
奏
を
録
音
し
た
Ｃ

Ｄ
お
よ
び
譜
面
を
同
封
し
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

演
舞
コ
ン
テ
ス
ト
 

   ジ
ャ
ン
ル
　
自
由
 

参
加
要
件
 

 
◇
振
付
の
演
奏
曲
は
、
「
大
野
城
の

響
き
（
大
野
城
の
舞
　
市
民
総
踊

り
の
編
）
」
と
し
ま
す
。
 

 
◇
単
純
か
つ
明
快
で
、
誰
も
が
す
ぐ

に
踊
れ
る
親
し
み
の
あ
る
振
付
と

し
ま
す
。
 

 
◇
幅
16
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
13
・
７
メ
ー

ト
ル
以
内
で
踊
れ
る
踊
り
と
し
ま

す
。
 

※
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
振
付
は
、
今
後
、

市
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
用
す
る
予
定

で
す
。
 

表
彰
　
 

 
◇
最
優
秀
賞
　
賞
金
30
万
円
お
よ
び

表
彰
状
と
記
念
品
 

 
◇
敢
闘
賞
　
表
彰
状
お
よ
び
記
念
品
 

そ
の
他
　
審
査
結
果
に
お
い
て
、
賞
に

ふ
さ
わ
し
い
踊
り
が
な
い
と
決
定

し
た
場
合
、
該
当
な
し
と
し
ま
す
。
 

申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
（
募
集
要
項

に
添
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
演
奏
を
録
画
し
た
Ｄ
V
Ｄ
（
ま

た
は
Ｖ
Ｈ
Ｓ
テ
ー
プ
）
を
同
封
し
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 ※
募
集
要
項
お
よ
び
課
題
曲
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た

は
問
い
合
わ
せ
先
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
 

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
 

 
 
古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
 
 
 

〔
文
化
学
習
課
内
〕
 

$
（
５
８
０
）
１
８
１
２
  

▲写真はイメージです。 

▲写真はイメージです。 

大
野
城
の
響
き（
演
奏
） 

楽

曲

募

集

 

大
野
城
の
舞
（
踊
り
）
 

振

付

募

集
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